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協力：塩尻書店組合 編集発行：塩尻市立図書館（0263-53-3365） 

塩尻市広丘野村 1710-17 

TEL：0263-52-1283 

営：平日 9:00～21:00 

土曜 9:00～20:00 

日曜 12:00～20:00 

（元日休） 

当店はＪＲ広丘駅北にあり、国

道からは１９号線「野村」信号を

西に入ってすぐです。注文品の

迅速な手配を心がけており、地

元著者の自費出版本など地域

とともに活動しております。 

小さいお子さま向けのおはなし

会を平田店にて開催。 

９月１０日（日）①午後１時３０

分から②午後２時３０分から 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

平田店 

松本市平田東 2-18-30 

TEL：0263-58-0323 

営：10：00～20：00（元日休） 

アイシティ２１店 

山形村 7977アイシティ２１ 2階 

TEL：0263-97-3949 

営：10：00～20：00（元日休） 

脱ニート完全マニュアル 元ひきこもりニートがリアルに教える！ 
地雷屋著 メタモル出版 

元引きこもりニートによる、引きこもり脱出の「考え方」と「就活

術」。最新の脳科学者の本にも通じる「本当に変われる」考え方

と、「エリート経歴」でない人が真っ当な仕事に就く就活術は、読

むと心が明るくなる語り口です。引きこもり本の多くは「学生、若

年層」対象ですが、もっと年齢が高い方でも、人生を立て直すヒ

ントを得られる本です。         （社会科学分野担当 原） 

興 文 堂  アイ シ ティ 21 店  
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書 店 員 と 図 書 館 員 が お く る 本 の 情 報 紙  

大塚さんのおすすめ 

Book Fan Newsletter 
強い日差しの下でアリの行列をひたすらたどったこと。汗をか

いたカルピスのコップ。そしてすいかの匂い…。１１人の少女の

夏の物語が爽やかに、メランコリックに、そしてときどきゾクッとす

る展開で綴られています。遠い記憶を生々しく思い出させる、夏

の夕方に読みたい短編集です。    （日本文学担当 中島） 

待ちに待ったお父さんの許しが出て、ロジャたち４人兄弟は

小さな帆船で湖を出発します。めざすは小さな無人島、楽しい

冒険の始まりです…。本物の船乗りのように帆船を操る様子は

子どもだけでなく大人もワクワクすること請け合いの物語、夏に

ぴったりの一冊です。           （児童文学担当 布施） 

セミの声、風鈴の音、麦茶の氷…。ページをめくると夏の音が

今にも聞こえてきそう！ 少年の夏の一日が鮮やかに描かれて

います。夏休みが始まるワクワク感や、ゆっくりと時間が流れてい

たあの頃の記憶が蘇ってくるようです。     （絵本担当 林） 

夏がきた 
羽尻 利門作 あすなろ書房 

すいかの匂い 

江国 香織著 新潮社 

ISBN 978-4-7515-2830-3 

哲学用語図鑑 
THE VISUAL DICTIONARY OF PHILOSOPHY 
田中 正人著，斎藤 哲也編集・監修 プレジデント社 

哲学と聞くと難しく堅いイメージを持つ方が多いのではない

でしょうか？ この本は哲学用語や哲学者を古代から現代まで

に分けて、イラストメインで書かれています。シンプルなイラスト

タッチで、面白く直感的な表現に皆さんも魅力を感じる作品で

はないかと思います。 

※画像のない本は、図書館に所蔵のないものです。 

本体 1,800円+税 978-4-8334-2119-5 

神 田 堂  

 

ツバメ号とアマゾン号 上下 （岩波少年文庫） 
アーサー・ランサム作，神宮 輝夫訳 岩波書店 

片田さんのおすすめ 

ふたりからひとり ときをためる暮らし それから 

つばた 英子著，つばた しゅういち著，水野 恵美子聞き手 

落合 由利子撮影 自然食通信社  

映画「人生フルーツ」では、雑木林やキッチンガーデンの野

菜や果物に囲まれた津端夫妻の四季折々の生活がドキュメン

タリーとして映し出されました。本書は、修一さん亡きあと「ひと

り」にシフトしながらも、以前と同様にていねいに暮らす英子さ

んの暮らしを写真とともに紹介。豊かな心の持ちようも考えさせ

られる一冊です。 
本体 1,800円+税 978-4-916110-46-6 

ISBN 978-4-10-380803-9 

ISBN 978-4-89595-829-5 

上 978-4-00-114170-2 

下 978-4-00-114171-9 
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塩尻市広丘高出 1494-6 

TEL：0263-54-3968営：9：00～23：00（年中無休） 

塩尻市大門一番町 7-1 ウイングロードビル 2階 

TEL：0263-52-5515 営：10:00～19:00（元日休） 

えんぱーくから３階渡り廊下を使って徒歩約１分！ 

図書館で気に入った本、店頭にない本は最短３日

でお取り寄せいたします。  

話題の本、文具も充実。お子様連れでも安心のキ

ッズスペース完備でお待ちしています。 

本 に ま つ わ る 旬 な 情 報 を お 届 け する コ ー ナ ー  

Book Fan News ぶ っ く ふ ぁ ん に ゅ ー す  

「第６回 ブック&カフェ」 

日時：１０月１４日（土） 午前１０時～午後４時まで 

珈琲を片手に本やクラフト作品、お菓子をお楽しみください。

ＮＢＳ「おこのみクッキング」でお馴染みの浜このみさんも出店

されます。 

占い師として有名なゲッターズ飯田さんが、日常生活で「いい

な」と思った５００個の言葉に、それぞれ解説を加えて１０００個の

言葉にまとめた本です。「人それぞれに表現や伝え方を変えな

いと伝わらない」という経験から、わかりやすく解説しています。５

００個の言葉の中から、心に響く言葉を見つけてみてください。 

（哲学分野担当 植田） ISBN 978-4-591-14486-2 

著者は、夜空を見上げることは広い世界を知ることであり、人

生を豊かにしてくれることだといいます。この本では、星の探し

方や物語が写真と共に丁寧に紹介されています。天の川が見

え、美しい星でにぎわう夏の空。コンパクトにまとめられたこの本

を手に星空散策をしてみませんか？     （洗馬分館 各務） 

↓ ↓ 図 書 館 員 が 選 ん だ お す す め 本 ↓ ↓  

ゲッターズ飯田の運命を変える言葉 
500 WORDS TO CHANGE YOUR DESTINY 

ゲッターズ飯田著 ポプラ社 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

土偶界へようこそ 縄文の美の宇宙 
譽田 亜紀子著 山川出版社 

バラエティーに富み、ユニークな土偶の姿に、思わず微

笑んでしまいます。色んな方向からの写真が載っているの

で、正面からでは分からなかったでっぱりや傾き、後ろの模

様に驚かされます。当時の人々が喜んだり悲しんだりしな

がら土偶を作り、祈りを捧げていたと想像すると、遥か昔が

身近に感じられてきます。 
本体 1,600円+税 978-4-634-15114-7 

青木さんのおすすめ 

中島書店 

丸 文 塩 尻 書 店  

ちまたで大人気の『うんこ漢字ドリル』（文響社）

シリーズ。3 月の発売から 2 カ月で計 100 万部に

達し、現在270万部を超えてなお売れ続けています。 

塩尻市で印刷  

No 

Image 

星座の見つけ方と神話がわかる星空図鑑 

永田 美絵著，八板 康麿写真 成美堂出版 

ISBN 978-4-415-31477-8 

この大ヒット商品の印刷を手掛けているのが、塩尻

市北小野の印刷会社「日本ハイコム」です。表紙に鮮

やかな蛍光色を使っているのが特徴で、同社による

と、この色をきれいに印刷するのに独自の高い技術が

生かされているそうです。 

星の子 縄文の美の宇宙 

今村 夏子著 朝日新聞出版 

本体 1,400円+税 978-4-02-251474-5 

生まれた子どもがとても病弱で、専門医の薬も民間療法

も一向に効き目をあらわさない時、親が頼りたくなるものは

何だろうか‥。妹の誕生によって両親が「あやしい」宗教に

のめり込んでいくさまを独り冷めた目で見つめる長女と、自

分の意思に関わらずその信仰に支えられて育ってゆく主人

公。家族を守るための信仰が家族の繋がりを分断していく

矛盾に、ヒトの心の弱さ、不確かさを感じました。 

小野さんのおすすめ 


